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研究要旨 

2021年度にわが国の中高生の飲酒および喫煙行動を明らかにするための全国調査を実施した。

調査はウェブ回答方式と紙回答方式を併用して実施した。協力が得られたのは、中学校18校（回

答率19.8％）、高等学校17校（回答率27.4%）、合計35校（回答率22.9%）であった。本調査の回答

者において、学年調整をした飲酒経験者率は、中学8.5%、高校15.8%、月飲酒者率は、中学

1.6%、高校2.9%であった。紙巻タバコ喫煙経験者率は中学1.9％、高校2.7%、紙巻タバコ月喫煙

者率は中学で0.2％、高校で0.7%であった。加熱式タバコの経験者率は、中学0.9％、高校1.4%、

加熱式タバコ月喫煙者率は中学0.3％、高校0.5%であった。電子タバコ経験者率は、中学0.9％、

高校1.5%、電子タバコ月喫煙者率は中学0.3％、高校0.5%であった。タバコは女子より男子で使

用経験、月喫煙率が高かった。使用経験は、紙巻タバコ＞加熱式タバコ≒電子タバコの順であっ

たが、月使用は、紙巻タバコ＜加熱式タバコ≒電子タバコであった。飲酒頻度、喫煙頻度共に、

2017年調査と比較して低い値であった。新型コロナウイルス感染症対策による休校で良かった影

響としては、「趣味や楽しみに時間が使えて良かった」、「睡眠がとれた」と回答した者が多かっ

た。逆に悪い影響としては、「運動不足になった」、「ゲームやインターネットの時間が長くなっ

た」、「睡眠時間がおかしくなった（短い、長い、昼夜逆転など）」と回答した者が多かった。 

女性の多量飲酒につながる要因を明らかにする目的で面接調査を行い、現在の飲酒行動の特

徴、現在の飲酒行動に至る経緯について尋ねた。調査時の飲酒量が純アルコール換算140ℊ以上

で、かつ医療機関でアルコール依存症と診断されていない女性30名を本分析の対象とした。飲酒

または多量飲酒につながる6つの要因に要約した。「飲酒・酩酊が目的」、「手段的飲酒」、「ライフ

イベント・生活の変化」、「ストレス」、「環境要因」、「習慣的」の６つを抽出した。ライフイベン

トやストレス、手段的飲酒など本研究で抽出された要因と共通する項目も多く、それらの重要性

が確認できた。 “車を運転しない生活”、“一人暮らし”、“自由”、“空き時間の増加”などの生

活の変化や、“家族が飲酒に肯定的“、 “安価・大量に入手可能“、“外食・飲み放題だと止ま

らない“などは本研究に特徴的な項目であった。 
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A．研究目的 
中高生の喫煙率や飲酒率が評価指標となって

いるため、健康日本21（第二次）計画の評価のた

めに、わが国の中高生の喫煙及び飲酒行動の実

態を明らかにすることが必須である。青少年の

喫煙行動において、新型たばこ（加熱式や電子）

の広がり、飲酒行動においては、ノンアルコー

ル飲料、ビンジ（機会大量）飲酒、エナジード

リンクのアルコール割等が新たな問題となった。

我々は、中高生の喫煙及び飲酒行動に関する全

国調査を1996年より約４年おきに2017年まで

実施してきた。2020年度は新型コロナウイルス

感染症対策として実施された小中高校の長期に

及ぶ休校のため従来の全国調査の方法が実施で

きなくなった。ウィズ・コロナ時代の新たな調

査手法を開発することが急務である。2021年度

には、新たに開発した調査方法（学校でパソコ

ンやタブレットを用いたウェブ上のアンケート

調査への回答）と従来の方法である学校での紙

調査票を用いて、今までの調査結果と比較可能

な全国調査を実施し、喫煙率や飲酒率を明らか

にするとともに、喫煙、飲酒、睡眠障害、その



他の生活習慣の相互関係を解析する。性別、学

年別、地域別、都鄙別、時系列分析を実施し、

重点介入が必要な集団を特定し、各群に適合し

た対策を提案する。新型コロナウイルス感染症

対策のためにわが国の中高生が経験した、休校、

自粛生活、様々なイベントの中止等のために、

中高生の喫煙及び飲酒行動がどのような影響を

受けたのかも明らかにする。学校での喫煙、飲

酒等に対する保健教育の実施状況を明らかにし、

学校別の喫煙率や飲酒率との関連を分析する。

国民健康栄養調査等によると、わが国の成人

の飲酒率は漸減傾向にある。一方、20－30歳代

では飲酒率の男女接近状況が生まれ、女性の飲酒

問題が相対的に重要になった。本研究では、若年

層や女性に着目した不適切量の飲酒行動の実態を

明らかにし、それを防止するための対策を提言す

る。若年女性を中心とした不適切量を飲酒する者

を選び、訪問面接調査を行い、詳細な飲酒行動の

実態とその背景要因についてインタビューする。

女性の問題飲酒につながるライフイベント、成育

歴、飲酒を始めた時のきっかけ、常習化するプロ

セス、問題飲酒へと発展するプロセス等を分析

し、それに基づいて調査票を開発し、インター

ネット調査により若年者や女性の詳細な飲酒行動

を明らかにす

る。これらを分析することにより、若年成人や

女性の問題飲酒を防止するための方策を提言す

る。

B．研究方法 
１）2021年中高生の喫煙、飲酒等生活習慣に

関する全国調査

 調査デザインは断面標本調査であった。全

国の中学校および高等学校（全日制の私立・

公立高校）を対象とした。2020年版全国学校

総覧に登録されている中学校10,141校、高等

学校4,248校のうち、中学校91校、高等学校62
校を抽出して調査を行った。抽出方法は1段ク

ラスター比例確率抽出であった。比例確率抽

出とは生徒数により抽出確率が変わるという

ものである（生徒数が多いほど抽出されやす

くなる）。このうち、中学校64校と高等学校

42校をウェブ回答方式に、中学校27校と高等

学校20校を紙回答方式に、無作為に割り付け

た。今までの調査より抽出学校数が2割程少な

く、紙回答方式の方がウェブ回答方式より抽

出校が少なかったのは予算に限度があったか

らである。調査時期は2021年5月～8月であっ

た。調査対象は、抽出された学校の生徒全員

である。

2021年度の調査内容は、①喫煙率と喫煙行

動、飲酒率と飲酒行動（喫煙量、喫煙経験年齢、

加熱式タバコの使用経験、電子タバコの使用経

験、入手経路、健康への害の認識、受動喫煙曝

露の頻度、広告への曝露場面、場面別飲酒経験、

経験年齢、飲酒量、入手経路、ノンアル飲料使

用経験、ビンジ飲酒、エナジードリンクとの併

用、未成年飲酒禁止に対する態度、飲酒の健康

被害の認識、広告への曝露場面）に関するもの、

②基本的属性、家族の要因、日常生活、学校生

活、学校要因、新型コロナウイルス感染症によ

る影響等であった。

　さらに、学校の代表者に、その学校の喫煙率

や飲酒率が全国平均と比べて高いか、低いか、

も学校調査票において尋ねた。

　抽出学校の学校長宛に調査の協力を依頼す

る文書と共に、保護者宛の調査協力依頼文、生

徒数分のウェブ回答手順（ウェブ回答方式の

み）、生徒数分の調査票（紙回答方式のみ）を

送付した。調査の協力を受諾した学校は、調査

に先立ち保護者宛の調査協力依頼文を配布し、

調査の実施を伝えた。後日、各教室内で教師が

ウェブ回答手順または調査票を配布して、生徒

はその場で回答して調査を行った。

　ウェブ回答方式では、生徒が授業時間内に調

査　実施手順書に書かれたURLにアクセスして

もらい、回答してもらった。紙回答方式では、

授業内で回答後、生徒一人一人に配布された糊

付き封筒に封入してもらい、学校では開封せ

ず、研究分担者のいる日本大学医学部に返送

してもらった。ウェブ回答方式と同様、保護者

と本人が調査への回答に同意している場合の

み回答してもらった。

 業者により納品されたデータを研究者が集

計した。

（倫理面への配慮）

　中高生の喫煙・飲酒についての全国調査は個

人情報を取得しない無記名調査である。学校

名別の結果公表もしない。調査に当たっては

学校長による承諾の得られた学校のみに対し

て実施する。調査への協力の得られた学校

は、事前に、生徒経由で保護者へアンケート

調査依頼書を配布し、アンケートの実施を通

知した。アンケートへの回答に保護者または

生徒が同意しない場合は、調査当日アンケー

トへ回答しないよう保護者への依頼書と生徒

への説明で伝えた。研究計画は、鳥取大学医

学部倫理審査委員会で審査され、承認された

[承認番号：20A099]。

２）わが国の女性の飲酒行動に関するインタ

ビュー調査



　女性で、生活習慣病のリスクを高める量を飲
酒している者を本研究の対象者とした（1日当た
りの純アルコール摂取量が女性で20g以上）。本研
究では、1日当たりの飲酒量×週当たりの飲酒頻
度から、週当たりの純アルコール摂取量が

140gを超える女性を本研究の対象者とした。対

象者のリクルートは、研究代表者、研究分担者

の知人を介して、女性の多量飲酒者を探し、調

査協力の打診をしてもらい、協力の意思を示し

た人に研究代表者、研究分担者から連絡し、対

面またはオンラインでのインタビューを実施し

た。インタビュー調査は、2021年9月から2022年
1月に実施した。研究への協力意思を示した研究

参加者に対して、はじめに、インタビュアーが

文書を用いて本研究の概要を説明し、研究参加

者から書面で同意を取得した。研究参加者が、

調査票①と②に自記式で回答したのちに、イン

タビュアーが調査票①と②を参考にしながら、

調査票③の内容について、インタビューを行っ

た。インタビュアーは、インタビューをおこな

った内容を研究参加者ごとにレポートにまと

めたのち、書類一式を本研究の事務局である鳥

取大学環境予防医学分野に郵送した。得られた

インタビュー結果を匿名化したのち、インタビ

ュー結果を元に、オープンコーディングをおこ

なった。

（倫理面への配慮）

　調査に当たっては、本研究の概要を説明し、

書面による承諾の得られた研究参加者に対し

て実施した。研究計画は、鳥取大学医学部倫

理審査委員会で審査され、承認された[承認番

号：21B005]。

C．研究結果 
１）2021年中高生の喫煙、飲酒等生活習慣に

関する全国調査

中学校18校（回答率19.8％）、高等学校17校
（回答率27.4%）、合計35校（回答率22.9%）か

ら協力が得られた。調査票は15,852通（中学校

8,274通、高等学校7,578通）の回答があった。

不備のある調査票を外した、15832通を分析対

象とした。

飲酒行動をみると、2021年の調査では、2017
年までの調査と比較し、男女、各学年ともに、

飲酒経験者率、月飲酒者率、毎週飲酒者率いず

れも減少した。飲酒経験者率は、中学で8.5%（男

子10.2%、女子6.7%）、高校で15.8%（男子17.1%、

女子14.5%）であった。月飲酒者率は、中学で

1.6%（男子1.9%、女子1.4%）、高校で2.9%（男

子3.0%、女子2.8%）であった。週飲酒者率は、

中学で0.1%（男子0.2%、女子0.0%）、高校で0.7%

（男子0.8%、女子0.5%）であった。男女差をみ

ると、飲酒経験は男子が高かった。

月飲酒者がお酒を飲むときの飲酒量コップ2
杯以上は、中学生と比較して高校生で多く、高

校生は多く飲む者の割合は男女で同程度であ

った。

1回の飲酒時に350mlカン5本以上飲む機会

大量飲酒（ビンジ飲酒）の月1－2回以上の頻度

は、中学生と比較して高校生で多く、高校生で

は男女で同程度であった。中高生の月飲酒者の

半数かそれ以上でビンジ飲酒経験を認めた。自

らすすんで初めてお酒を飲んだ年齢の最頻値

は、中学生では9－10歳、高校生では13－16歳
であるが、中高生ともに5％以上が小学校時代

に自ら初めて飲酒したと答えていた。月飲酒者

のよく飲むお酒の種類は、男子は果物味の甘い

お酒が最も多く、中学生は次いでビール、高校

生は焼酎サワー、ビール、ワインと続いた。女

子も果物味の甘いお酒が最も多く、中学生は次

いでワイン、ビール、焼酎サワーで、高校生は

焼酎サワーが続いた。女子の方が果物味の甘い

お酒を飲んでいる割合が多かった。

アルコール飲料に似たノンアルコール飲料

の過去30日間の使用頻度は1－2日が最も多く、

男子では中学生と高校生で頻度は同程度で、女

子は高校生でやや頻度が多かった。エナジード

リンクのこの30日間の使用頻度は、この30日以

内の1日以上飲んだ者が男子30－40％、女子15
－20％程で、男子の方が使用者が多く、学年が

上がるにつれて使用する者の割合が多くなっ

た。エナジードリンクをお酒と混ぜて飲んだ経

験がある者は、月飲酒者の2－3割に上っていた。 
月飲酒者の酒の入手先は、中高男女とも、家

にあるお酒が最も割合の高い入手先であった。

家にあるアルコールが現在においても未成年

飲酒に大きな影響を及ぼしていた。次いで、コ

ンビニエンスストア、スーパーマーケットで買

う、友達や知人からもらうが高く、これらは高

校生になると頻度が大きく増えた。居酒屋、カ

ラオケボックス、飲み屋などで飲むは、高校女

子で高い頻度となっており、飲食店で未成年に

酒が提供されていることが明らかになった。

月飲酒者がこの30日間にお酒を売ってもら

えたかについて、中学3年以上では男女とも「い

つも買えた」とする割合が、「時々売ってもら

えなかった」に比べて多かった。

親に酒を勧められた経験は、経験がある人は、

中学生に比べ、高校生で高かった。親の飲酒を

嫌だと思ったことのある人の頻度は、女子の方

が多く、中学生と高校生で同程度の頻度であっ

た。未成年の飲酒禁止に対する意見は、「当然



だ」とする者が最も多いが、学年が上がるにつ

れ減少した。「しかたない」とする者は学年が

上がるにつれ増加した。お酒は体に害があると

思うかという問いについては、「害がある」と

回答した者が最も多かったが、女子より男子で

割合が低く、男女とも学年が上がるにつれて割

合が減少した。酒を飲んだうえでの失敗経験は、

吐いたが最も多く、次いで記憶をなくした、親

に叱られた、けがをした、などであった。

 お酒を飲んだ人からイヤだと思うことをさ

れた経験がある者の割合は、2割弱で、中学生に

比べ高校生で高く、特に高校2年生、3年生で高

かった。

お酒の広告(コマーシャル、ＣＭ)について、こ

の30日間で見た場所として最も多かったのは

「テレビ」で、8－9割の中高生がありと回答し

た。大部分の中高生がテレビの広告でお酒の広

告曝露を受けていることが明らかになった。次

いで、「ウェブサイトや動画サイト」、「コン

ビニエンスストアやスーパーなどの店に貼っ

てあるポスター」であった。

喫煙行動をみると、紙巻タバコの喫煙経験率

は中学生より高校生で高く、女子より男子で高

かった。この30日間の紙巻タバコ喫煙日数は、

中高男女ともに、1－2日以上喫煙した者の頻度

も毎日喫煙者の頻度も、低かった。紙巻タバコ

の月喫煙者の1日平均喫煙本数は、男子では月

喫煙者の半数が11本以上吸っていた。 
 紙巻タバコの月喫煙者のタバコの主な入手

先は、「コンビニエンスストア、スーパーマー

ケット、ガソリンスタンド等の店で買った」「誰

かからもらった」「家にあるタバコを吸った」

「自動販売機で買った」であった。

３つの形態のタバコの使用頻度は、紙巻タバ

コは、経験者率が中学で1.9％（男子2.6％、女

子1.1％）、高校で2.7%（男子3.3％、女子2.1％）

であった。月喫煙者率は中学で0.2％（男子0.2％、

女子0.1％）、高校で0.7%（男子0.6％、女子0.6％）

であった。毎日喫煙者率は中学で0.0％（男子

0.1％、女子0.0％）、高校で0.1%（男子0.1％、

女子0.1％）であった。加熱式タバコの経験者率

は、中学で0.9％（男子1.1％、女子0.7％）、高

校で1.4%（男子1.6％、女子1.2％）であった。

月喫煙者率は中学で0.3％（男子0.4％、女子

0.2％）、高校で0.5%（男子0.5％、女子0.5％）

であった。毎日喫煙者率は中学で0.0％（男子

0.0％、女子0.0％）、高校で0.1%（男子0.1％、

女子0.1％）であった。電子タバコの経験者率は、

中学で0.9％（男子1.2％、女子0.6％）、高校で

1.5%（男子1.6％、女子1.3％）であった。月喫

煙者率は中学で0.3％（男子0.4％、女子0.1％）、

高校で0.5%（男子0.6％、女子0.4％）であった。

毎日喫煙者率は中学で0.0％（男子0.0％、女子

0.0％）、高校で0.1%（男子0.1％、女子0.0％）

であった。女子より男子で使用経験、月喫煙率

が高かった。使用経験は、紙巻タバコ＞加熱式

タバコ≒電子タバコの順であったが、月使用は、

紙巻タバコ＜加熱式タバコ≒電子タバコであ

った。加熱式または電子タバコの初めての喫煙

経験年齢は、小学生のうちに経験した者が中学

生では半数近くで、学年があがるにつれ少なく

なった。

 加熱式または電子タバコの月使用者におけ

るタバコの入手先は「誰かからもらった」「家

にあるタバコを吸った」「コンビニエンススト

ア、スーパーマーケット、ガソリンスタンド等

の店で買った」「自動販売機で買った」「タバ

コ屋または新型タバコ販売店で買った」と様々

であった。

 紙巻タバコ経験者における紙巻タバコが買

いにくくなった理由についての質問では、「タ

バコの値段が高くなった」「年齢確認が厳しく

なった」「タバコを吸える場所が減った」「自

販機が使えなくなった（タスポが必要）」を挙

げる者の頻度が多かった。

 紙巻タバコ月喫煙者においてタバコをやめ

たいと思うかについては、「実際、やめようと

取り組んだことがある」と「やめたいと思う」

を合わせて2割程度がやめることを考えたこと

があり、特に女子でその頻度が高かった。紙巻

または加熱式タバコの月喫煙者において、この

30日間に年齢を理由に紙巻タバコまたは加熱

式タバコを売ってもらえなかったかの質問で

は、高校2－3年生では、「時々売ってもらえな

かった」よりも「いつも買えた（年齢詐称＋年

齢のまま）」の頻度が多かった。

 親の喫煙を嫌だと思った経験の頻度は、「な

い」人より、「ある」人が多く、男子に比べ女

子で、中学生より高校生で高かった。

 紙巻または加熱式または電子の月喫煙者に

おいて、朝起きてすぐタバコを吸いたくなるか

の質問では、「時々吸いたい」「いつも吸いた

い」と答えた者が中学3年生以上で2－3割いた。

喫煙の身体への害の認識は、9割以上の者が「害

がある」と回答しており、どの学年でも女子の

方が高かった。紙巻タバコの受動喫煙を有害と

思うかについては、能動喫煙より割合は低かっ

たが7割以上の者が有害だと回答していた。加

熱式タバコの受動喫煙を有害と思うかについ

ては、「そう思う」と答えた者が5－6割と紙巻

タバコに比べて低かった。



この7日間の家での受動喫煙曝露日数をみる

と、男女とも0日が多かった一方、7日という者

も1割弱見られ、特に高校女子で頻度が高かっ

た。

この30日間のタバコ会社の広告を見た場所

について、「コンビニエンスストアやスーパー

などの店に貼ってあるポスター」の頻度が最も

高く、次いで「ウェブサイトや動画サイト」の

頻度が高かった。一方、「まったく見なかった、

見たがどこかわからない」者が6－7割と、お酒

の広告では1割であったのに比べて、高い頻度

となっていた。

その他の生活習慣をみると、月～金に朝食を

毎日食べる者の割合は男女とも学年が上がる

につれ減少し、高校2－3年生は女子より男子で

低かった。家の食事で野菜を食べる頻度は、「必

ず毎日」食べる者が最も多かったが6－7割程で

あった。

クラブ活動への参加状況は、積極的に参加し

ている者が最も多く、中学3年、高校3年で減少

した。この30日間の授業以外での30分以上の運

動をした日数は、中高男女とも「20－29日」が

最も多く、次いで「毎日」、「10－19日」が多

かった。

新型コロナウイルス感染症流行による影響

をみると、「趣味や楽しみに時間が使えて良か 

った」と回答した割合が、中高男女とも最も高

く、次いで「睡眠がとれた」で、両方とも女子

でより高かった。「気が楽になった」は2－3割
で女子に多かった。男子では「ゲームやインタ

ーネットの時間が長くなった」が4割と最も多

く、次いで「運動不足になった」であった。女

子では、「運動不足になった」が5割を超え最も

多く、次いで「ゲームやインターネットの時間

が長くなった」、「睡眠時間がおかしくなった

（短い、長い、昼夜逆転など）」であった。

この30日間の睡眠の質の自己評価は、男女

とも「かなり良い」が最も多く、次いで「か

なり悪い」が多かった。「かなり悪い」割合

は、女子でやや高く、学年があがるにつれ増

加傾向にあった。この30日間の平均睡眠時間

は、中学1年男子を除いて、「6時間以上7時間

未満」が多く、次いで中学生は「7時間以上8時
間未満」、高校生は「5時間以上6時間未満」が

多かった。中学1年男子は「7時間以上8時間未

満」が最も多かった。この30日間の平均就寝時

刻は、中学1年は「10時台」、中学2年－高校2
年は「11時台」、高校3年は「0時台」が最も多

かった。0時以降に就寝する割合は、学年が上

がるにつれ増加し、高校生では5

割前後であった。この30日間の入眠困難の頻

度は、中学生は「全くなかった」、高校生は

「時々あった」が最も多かった。「しばしば

あった」と「常にあった」を合わせると中高

男女とも1割を超え、女子で多かった。この30
日間の中途覚醒の頻度は、「全くなかった」

が最も多く、次いで「時々あった」が多かっ

た。この30日間の早朝覚醒の頻度は、「全く

なかった」が最も多く、次いで「めったにな

かった」が多かった。この30日間にいつもよ

り生きがいを感じたかの質問は、「いつもと

変わらなかった」が最も多く、次いで「あっ

た」が多かった。「まったくなかった」は1割
前後みられた。この30日間にいつもより落ち

込むことがあったかについて、「あった」と

「たびたびあった」を合わせると、男子3－4
割、女子5割超が該当し、学年が上がるにつれ

該当する割合が高くなった。

２）わが国の女性の飲酒行動に関するインタ

ビュー調査

調査時の飲酒量が純アルコール換算140ℊ以
上で、かつ医療機関でアルコール依存症と診断

されていない女性30名を本分析の対象とした。 
得られたデータを用いてオープンコーディン

グを行い、飲酒または多量飲酒につながる6つ
の要因に要約した。1つ目は「飲酒・酩酊が目

的」であり”お酒の味が好き”、”飲酒が趣

味”、”酔った感覚を求めて”、”自分への

ご褒美”からなる。これらは飲酒もしくは酩

酊感を得ることそのものを求めてのものであ

る。2つ目は「手段的飲酒」であり、“仕事と

プライベートの区切り“、“1日を締め“、

“睡眠の導入“、“趣味のお供“、“食事の

向上“、“イベントの添え物”からなる、飲

酒によって何らかの価値を付加することを目

的としたものである。3つ目は「ライフイベン

ト・生活の変化」であり、“授乳期間の終

了”、“子育ての完了”、“就職”、“近親

者の喪失・離婚”、“車を運転しない生

活”、“一人暮らし”、“自由”、“空き時

間の増加”からなる、人生上で生じた何らか

の出来事をきっかけとして飲酒または多量飲

酒が開始したものである。4つ目は「ストレ

ス」であり、”現実逃避の手段として”、

“仕事のストレス”、“育児ストレス”、

“家族関係のトラブル”、“多忙な生活”、

“コロナ禍でのストレス”が挙げられた。こ

れらのストレスを発散するため、またはスト

レスフルな状況から逃避する手段として飲酒

が選択されていた。5つ目は「環境要因」であ



り、“夫が飲む（夫と飲む）“、“家族・友

人・同僚と飲む“、“外食時“、“家族が飲

酒に肯定的“、 “安価・大量に入手可能“、

“飲み放題“が挙げられた。これらは周囲の

人間や置かれている環境が、飲酒につながり

やすいもの、飲酒に肯定的なイメージを形成

しやすいものであった。最後に6つ目として

「習慣的」が抽出された。これは“飲酒が習

慣になっている“、“キッチンドリンカー

“、“意識するまでもない生活の一部“、

“晩酌“、“帰宅したらまず飲むもの“、

“のどが渇いたとき・水の代わりに“から成

る。こちらは理由があって飲酒されるのでは

なく、すでに生活の一部として習慣づいてい

るものをさす。

D．考察 
１）2021年中高生の喫煙、飲酒等生活習慣に

関する全国調査

本研究では、ウェブ回答方式と紙回答方式

を併用し、2021年度における、中高生の喫煙

率、飲酒率、喫煙、飲酒、睡眠、その他の生

活習慣の実態、新型コロナウイルス感染症対

策による影響に関する全国調査を実施した。

従来通りの紙回答方式であっても2017年調査

よりも回答率は低く、ウェブ回答方式ではさ

らに低い回答率であり、わが国の中高生調査

では2022年時点においても、紙回答方式の方

が回答しやすい結果であった。いままでの全

国調査結果と比較した場合の頻度の連続性

（今までの喫煙率や飲酒率の低下傾向の延長

線上にあるかなど）や調査項目同士の相互関

係の結果などから、飲酒者や喫煙者の飲酒行

動や喫煙行動については、わが国の中高生の

飲酒実態を把握することのできる調査であっ

たと解釈された。したがって、過去の全国調

査と比較したときに学校回答率は低い調査で

はあったが、健康日本21（第2次）の評価指標

を提出できる程度の調査の質は確保できたと

考えられた。コロナ後の調査をするには難し

い環境が続く可能性があるが、今後も全国調

査を調査方法を工夫しながら継続することが

重要であるといえる。

飲酒経験者における、飲酒場面、飲酒量、ビ
ンジ飲酒、初めて飲酒した年齢、よく飲むお酒
の種類は2017年調査と比較して大きく変化は
なかった。酒の入手先は家にある酒や友人や知
人からもらう、の頻度が増え、お酒を自分で買
おうとした者が少なかった。月飲酒者において
は、エナジードリンクをお酒と混ぜて飲んだ経
験がある者は、月飲酒者の2－3割に上っており、
より危険な飲酒パターンとして、若者に啓発す

る必要がある。
お酒を飲んだ人からイヤだと思うことをさ

れた経験がある者の割合は、2割弱でおり、受け
た場所として「自分の家」が最も多くなってお
り、家庭内において中高生が他者の飲酒によっ
てイヤな経験をしている現状がある。

中高生の8－9割が「テレビ」でお酒の広告(コ
マーシャル、ＣＭ)を見ており、大部分の中高生
がテレビの広告でお酒の広告曝露を受けてい
ることが明らかになった。タバコでは、タバコ
広告曝露が「まったく見なかった、見たがどこ
かわからない」が6－7割である一方、お酒の広
告曝露は「まったく見なかった、見たがどこか
わからない」が1割に満たない結果となってお
り対照的であった。

 紙巻タバコ経験者における紙巻タバコが買
いにくくなった理由では、「タバコの値段が高
くなった」「年齢確認が厳しくなった」「タバ
コを吸える場所が減った」「自販機が使えなく
なった（タスポが必要）」を挙げる者の頻度が
多く、タバコ価格の上昇、年齢確認の厳格化、
喫煙場所の減少は、中高生の喫煙を防止するの
に一定の役割を果たしていることが示唆され
た。
受動喫煙の害については、紙巻タバコの受動

喫煙の害の認識は、能動喫煙の害の認識に比べ
て低く、加熱式タバコについては、紙巻タバコ
よりも低い害の認識であった。受動喫煙の害に
ついての認識を挙げていくことに加え、加熱式
タバコの害についても今後新たな知見の蓄積
と共に、知識の普及が必要である。

 本調査では、新型コロナウイルス感染症流

行による良い影響、悪い影響について尋ね

た。良い影響としては、「趣味や楽しみに時

間が使えて良かった」、「睡眠がとれた」が

多く、新型コロナウイルス感染症流行前の生

活で、中高生は十分に趣味や楽しみ、睡眠に

とれる時間の余裕がなかったのかもしれな

い。「気が楽になった」者が3割近くおり、学

校生活を負担に感じている者がいることも示

唆される。中高生がより良いメンタルヘルス

を維持できるよう、ポスト・コロナ後の学校

生活のあり方について検討が必要と考える。

悪い影響としては、「運動不足になった」、

「ゲームやインターネットの時間が長くなっ

た」、「睡眠時間がおかしくなった（短い、

長い、昼夜逆転など）」があり、中高生が外

での活動や友人との交流が制限された中での

悪影響が明らかになった。

２）わが国の女性の飲酒行動に関するインタビ

ュー調査
 飲酒につながる要因としては遺伝的要因や
環境的要因、心理的要因などから多くの研究が
行われてきた。ライフイベントやストレス、手
段的飲酒など本研究で抽出された要因と共通



する項目も多く、それらの重要性が改めて確認
できた。一方で、“車を運転しない生活”、“一
人暮らし”、“自由”、“空き時間の増加”な
どの生活の変化や、“家族が飲酒に肯定的“、
“安価・大量に入手可能“、“外食・飲み放題

だと止まらない“などは本研究に特徴的な項目
である。両者はアルコールへのアクセスを容易
にするという点で共通している。アルコールへ
のアクセスについては酒類の広告自主規制は
あるが十分でなく、世界保健機関（World Hea
lth Organization、WHO）が最も費用対効果が
良く、実施可能性が高い対策として提唱する“B
est buys”をわが国でも導入することが女性の
多量飲酒防止にも有効であろう。さらに、本研
究で示された個人的な要因に対しては、多量飲
酒のリスクや女性が多量飲酒になりやすい状
況についての正確な情報を発信していくとと
もに、女性の多量飲酒を早期発見し、介入を行
うのに有効な方法を開発していくことが求め
られるであろう。

令和4年度は、本研究の結果をもとに、女性の

飲酒に関するウェブ全国調査を行い、個人的要

因やアルコールへのアクセスについて、多量飲

酒をしない女性との比較により、量的に分析す

る。

Ｅ．結論

中高生の喫煙、飲酒等生活習慣に関する全

国調査では、ウェブ回答方式と紙回答方式を

併用し、2021年度における、中高生の喫煙

率、飲酒率、喫煙、飲酒、睡眠、その他の生

活習慣の実態、新型コロナウイルス感染症対

策による影響に関する全国調査を実施した。

学校回答率が低く、今回得られた飲酒率や喫

煙率については、同じ中高生の中でも比較的

飲酒率や喫煙率の低い集団におこなった結果

であると解釈する必要がある。一方、飲酒者

や喫煙者の飲酒行動や喫煙行動については、

わが国の中高生の飲酒実態を把握することの

できる範囲の調査であり、中高生の飲酒・喫

煙対策について、必要な対策が浮かび上がっ

た。コロナ後の調査環境も考慮にいれ、これ

からの調査方法の工夫の検討が必要である。

わが国の女性の飲酒行動に関するインタビ

ュー調査では、多量飲酒のある女性にインタ

ビュー調査を行い、女性の多量飲酒につなが

る要因として、「飲酒・酩酊が目的」、「手

段的飲酒」、「ライフイベント・生活の変

化」、「ストレス」、「環境要因」、「習慣

的」の６つを抽出した。令和4年度は、女性の

飲酒に関するウェブ全国調査を行い、個人的

要因やアルコールへのアクセスについて量的

に分析し、女性の問題飲酒を防止するための

方策を提言する。

Ｆ．健康危険情報

 特記事項なし
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